






“Special Lectures on Educational Practice” Created Collaboratively with Students-
The Creation of Classes to Foster Educators Who Are Trusted by Children, Guardians, 























































































































































































































































































































































































































































































































は 都 道 府 県 に よ っ て そ の 様 相 が 違 う が、
「Dreams come true 夢を叶える ｣ には、学生達
が受験した、埼玉県、さいたま市、東京都、神奈
川県、横浜市、川崎市、相模原市、千葉県、新潟県
などが掲載されている。
　今年2019年実施の教員採用試験には10期生
（2015年4月入学～2020年3月卒業予定）が挑み、
学科在籍学生数70名中55名が教員採用試験一次
試験を突破し、昨年も二次試験合格者は35名で、
2019年4月から正規教員として教壇に立ってい
るとの報告を受け、伝統を継続していることに
うれしく思ったところである。
　自主研究がテキスト「教員採用試験突破・つぼ
とこつ」は、増田が作成に関わってきた部分があ
り、USB にその原稿が残っていたことと、同様
に最新版も郵送して頂き、使用させて頂いた。
　心より感謝申し上げるとともに、同大学での
実践を参考に、松本大学教育学部一期生が必ず、
この長野県松本市の地、この大学らしい新しい
形の伝統を構築し継続し、成長し成果をあげて
いくものと確信している。すでに二期生（2018年
入学）たちも先輩の姿を見て「自分たちも勉強し
たい」と申し出があり、増田は自主ゼミという形
で算数数学講座始めている。
Ⅶ．参考文献、引用文献
1）文部科学省「小学校学習指導要領解説総則編」
東洋館出版（2017年7月）
164
学生とともに創る「教育実践特講」　～子どもや保護者や地域から信頼される教師を育成する授業の創造～
※1：引用
　教職生活の全体を通じた教員の資質能力の総
合的な向上方策について（諮問）、22文科初第492
号
　中央教育審議会
（本研究主題との関連が深い部分を引用する）
････（以下引用）････････････････････････････
学校教育の成否は幼児・児童・生徒の教育に直接
携わる教員にかかっており、その質と数の充実
はいつの時代も最も重要な課題の一つでありま
す。一方で今日、学校現場ではいじめ・不登校等
の生徒指導上の諸課題への対応、特別支援教育
の充実、外国人児童生徒への対応、ICT の活用
をはじめとする様々な課題が急増するとともに、
学力の向上や家庭・地域との連携協力の必要性
も指摘されており、これらの課題に応えるため
にも、教員の実践的な指導力やコミュニケーシ
ョン能力の更なる向上が求められています。
（中略）
・このような中で、保護者や地域社会から信頼
される学校づくりを進めていくためには、多様
かつ優れた資質能力を有する教員を養成・確保
するとともに、教員一人一人が資質能力を高め
ながら自信と誇りを持って教壇に立ち、社会の
尊敬と信頼を得られるような環境を整えていく
ことが重要であり、教職員定数の改善など教員
の数の充実に関する施策とともに、教員の質の
向上に取り組んでいく必要があります。
（中略）
・教職大学院制度の創設、教員免許更新制の導
入等が実現しておりますが、学校現場の抱える
課題に必ずしも十分に対応できていないといっ
た指摘もあり、教員一人一人が教職生活の各段
階を通じてより高度な専門性と実践的な指導力
を身に付けられるよう更なる改革が求められて
います。このため、これまでの改革の成果と課
題も踏まえつつ、教員養成・採用・研修の各段階
について改めて点検し、見直すことが今こそ必
要であります。
　その際、特に重視すべきは、学校教育における
諸課題の複雑・多様化に対応して教員に求めら
れる専門性を今一度見直し、養成段階を含めた
教職生活の全体を通じて不断に資質能力の向上
や専門性の高度化が図られていくようにするた
め、教員免許制度と教員養成・採用・研修の各段
階を通じた一体的・総合的な取組が行われるよ
うにすることです。
（中略）
・教員は、養成段階を含めた教職生活の各段階
を通じてその時々で様々な課題への対応が求め
られるため、教職に就いてからも不断に資質能
力を向上させ、専門性を高めていくことが極め
て重要であります。教職生活の全体を通じて基
盤となる資質能力は、第一義的には養成段階で
培われるべきものであり、学校種ごとの実態を
踏まえつつ、教員として教壇に立つために必要
な基礎的な資質能力を着実に身に付けられるよ
うな教員養成の在り方について御検討いただき
たいと思います。
（中略）
・また、地域や企業など学校とは別の分野で活
躍している多彩な人材が学校現場に参画しやす
いしくみづくりなど、学校現場を活性化してい
くための方策についても、具体策をお示しいた
だきたいと考えております。」（後略）
